2 即 P 削取巧 説明書 MM-HPNR3 


ご使用になる前によくお読み下さし、。 


ノイズキャンセルヘッドホン 



デザイン及び仕ちにつしぶは巧居のためを吿なしに空星ずることびござしほず。本書に記載の化名及ぴ監品ちはきなの商標3はき窗商得です。 


ヴンワサプライ巧な含な 


|_1.岩をにごほ巧いただ < ために0ずお読み下さい 


心警告 

この表示事頂を守6なかった場合、使用をぴ死こ、または重傷を負ラを険 
びあります。 


AI 注意 

この表示事頂を守 S なかった場合，人が傷害を負ラ可能性または物的損害 
を与える可能性びありまず。 



<巧巧を開けないで<だをい> 

♦巧部を開けまずと、故障や感電事故の原因になりまず。巧部に触れることは絕巧にしないで 
ください。また、巧部を改造した場合の性能の劣化についてはな証いたしません。 

<運転中は巧巧しないこと> 

♦自乾車やパイク、自動車などの運輯中に紀紳こ使用しないでください。交通事故の原因にな 
りまず。運乾 W 外にを、踏切や駅のホーム、道路、工事現場など周囲の音び聞こえないとを 
険な場所では使用しないでぐださい。 

♦ホ行中に使用する場合は、周囲の交通に十分を意してください。交通事故の原因にな0ます。 
•シュレッダーや機械装置のそばなど引を这みの可能性びちる場巧では使用しないでください。 


<巧更おについて> 

♦乾電池の +/- の向きを正しく入れてください。乾電池の破镇•液漏れ•発义の原因になりまず。 
参長時間使苗しないときは、液漏れ防止のため乾電池を取り出してください。 

































|_1 .奇をにご巧巧いただ < ために 0 ずお読み下さい < 続を> 



♦耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響をちえることびあり 
まず。ちを守るため、音量を上げずざないようにごミ主意ください。 

•このヘッドホンは音量を上げずざると音び夕りこ漏れます。音量を上げずぎて、周りの人の迷 
惑にな6ないように気をつけましよう。 

•ヘッドホンび肌に舍わなし化感じたときは、早めに使用を中止して、医師にご相談ください。 
参本製品を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに使用を中止してください。 

•かさいお子様には使用させないでください。 

♦本製品を使巧中に発生したデータの消失、機器の故障などのな証はいたしかねますので、 
あ S かじめご了承ください。 

参使巧ずる前に、音量を最かにしてください。突が大きな音がずると、聰力を損なラ恐れがち 
りまず。 

参ご使用になるとをは、音量を大きくしすざないように注意してくださし、耳を刺激ずるような 
大をな音量で長時間連続して聴 < と、顆力を損な弓恐れびあります。 


I を巧用上のミち意 _ 

♦ち図の矢印の方向に広げずざるとヘッド K ンドぴ巧れる巧 
れびあります。装着時には必要喊上に広げないでください。 
♦ヘッドホンのスポンジ部分は長期間の使用、巧巧によって 
劣化ずる巧れびち0まず。また、指で弓 I つ張ったり、巧の尖つ 
たちので軸れないでください。破れる巧れびちりまず。 
♦ケープルやプラグに無理な力を加えないでください。破損 
や断線の恐れびちりまず。 



I 3.特長 _ 

♦飛行機や電車巧の騒音や、屋内のエアコンなどの周囲の騒音を約 1/4 に抵減しまず。 
♦□径 30mm ①スピーカーユニットで高音質再生び可能でず。 

参携帯•収納に厘和な巧0たたみ式でず。 

♦髪型び気にな6ないネックバンドタイプでず。 

♦スイッチを切れば、通常のヘッドホンとして使巧できまず。 

♦マグネットには、高磁力のネオジウムマグネットを採用していまず。 

•祈空機で使用でをるアダプターび付属しています。 


< ノイスキヤンセリング傳能にごし>て> 

ノイスキャンセリング機能は、主に飛行機や電車、室内の騒音を巧ち消し、静かな U スニン 
グ環境を作り出ずをのでず。また、音量を上げずぎることなく音楽をお楽しみいただけま 
ずので、音漏れ防止にをな0ます。 

※をとをと静かな場所では効果びありません。静かな場所では電池の消巧を防ぐために、 
電源スイッチを rOFF 」 にして使用してください。 

※ノイズキャンセリング機能は、主に巧い周波巧の馬音を低商ずるためのもので、高い周 
液数の騒音には効果はありません。 


< ノイスキャンセリング傳能の仕巧み> 

周囲の馬音をマイクで拾い、電子回路でその逆位ホ目の信号を作りまず。逆位巧の音をドラ 
イパーユニットか S 出ずことにより、耳元で愚音を巧ち消しまず。 







































I 4 .化様 


お 




式 

ダイナミック型(ステレオ） 

使 

用 

a 

ニッ 


□径 30 mm 

周 

巧 

数 

特 

性 

20〜20,000 Hz 

イ 

ンピー 

ダン 

ス 

32 n±l 己％ 

感 

度 

レ 

ベ 

ル 

101 dB ±3 dB (0 N ) 94 dB ±3 dB (0 FF ) 

雑 

音 

制 

圧 

度 

-13 dB ( MAX ) 

電 




源 

単 4 乾電池 XI 

電 

池 

持掃時 

間 

連続再を約50時間(アルカ U 乾電地使用時） 

※使用環境によって異な 0 まず。 

プ 


ラ 


グ 

3.己 mm ステレオ S 二 ( L 型金メッキ） 

巧 


属 


品 

キヤリングポーチ， ft 空機用アダプタ、取扱説明書兼お証書(本書） 


I 5.さ部のち抑 



キヤリング 腑空機用 

ポーチ アダプタ 


ステレオ=ニプラグ 
(ゆ 35 mm ) 


































I 6 .電池の入れ方 _ 

♦ヘッドホンを巧用する前こ、電池牌4乾電池) 
をち図の様に入れてください。 


く蛋泡の巧巧時巧> 

電巧び消巧してをまずと、蛋源 LED び暗くなった 
り、点 I 打しなくな D ます。また、ノイスキャンセリン 
グ巧能の効まびおくなってをまず。このよラな時 
は、新しい乾電池に交換してください。 


I 7.巧 D たたみ方 





I S . 巧い方 _ 

耳のが護のため、ご怯巧前に才ーデイオ機器の音量を下げておいてください。 

①フラグを才ーデイオ機器に接続します。 

く 接続機器例> 


デジタルオーディオプレーャー 



②ヘッドホンを装着します。 

ヘッドホンの「し|を左ち側、巧」をちち側に装着してください。 































I s . 巧い方 < 続き > _ 

■ノイズキャンセリング機能をオンにして使用ずる場合 
電源スイッチを roN 」 にずれば、ノイズキャンセリング機能び働きまず。 roFFj の時より小さい音で 
も、より明瞭に音楽を聞くことができまず。使用をは電おの消耗を防ぐために電源スイッチを 「 OFF 」 
にしてください。 

■通常のヘッドホンとして使用ずる場合 

電源スイッチを I ' DFF 」 にしたままでも音楽を通常に聞くことができます。また、電あがミ肖巧したり、ない 
場合でち通常のヘッドホンとして使用でさます。この時は、ノイズキャンセリング機能は働をまだん。 





本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場含がちります。 
最新の情報は、当な Web ( http :// www . sanwa . co . jp /) ^ 
ご覽ぐださい。 







































1) イ呆罰期間巧に正常な使用げ態でご使用の場合に限り品質を巧証しておりまず。万一保証期 
間のでが障びありました場合は無償修理いたしまずので、巧罰書を敦品に添えて鮮社まで 
おちりください。 

2 ) 巧のような場合は巧証いたしかねまず。また，巧罰期間内での修理もお到れ化しかねまず。 
(1 M 呆証書をご提示いただけない場合。 

( 2 ) 所定の頂目をご記入いただけない場合、あるいは字巧を書き換え 5 れた場合。 

(3) お客様ご自身による改造または修理があると判断される場合。 

(4) が障の原因び取り扱い上の不ま意によると判断される場合。 

(己)天変地異、並びに公害や異常電圧その他の外部要因によるが障及び損傷。 

(己)輸送途中の事がによる故障及び損傷。 

3) 保証書は再発巧いたしませんので、大切に保管してください。 

4) 憶理ご巧頼品を郵送、またはご持参される場合の料金孩ぴ諸掛かりはお客樣のご負担とな 
りまず。 

己)保証期間経過をの修理などについてご不明の場合は鮮社までお問い合わだください。 

己)巧証書は曰本国巧においてのみ有効です。 


ヴンワヴブライ巧なミな 


品番 MM - HPNR 3 

ゾ JT ルナンパー 

お 

客 

様 

お名前 


ご住所 

TEL 

販 

売 

店 

販売店名•住巧 JEL 

担当者を 

お証期間白ヶ月 お買い上げ年月日 年月日 


※必要事項をご記入の上、大切に巧管して下さい。 


サンワヴプライ巧式含な 


闹山サフライたンタ -/ 于700-0825岡山巧田町1 - 10 - 1 a 086-223-331 1 FAX .086-223-5123 
ま京ヴフライ它ンタ ー / f 140-8566 東京韩品リ I 区ち大井 6-5 ■日 S 03-5763-001 1 FAX .03-57 的-0的3 


本战き篇巧/〒 060-0 日07 ♦し巧巧化区化7を西 5 T 目ストークマンション化巧 8011 -611-3450 FAX .01 1-716-8990 
仙台含実巧/〒983。851仙台巿宮巧野医径团 1-6-37 宝巧化台ビル a 022-257-4638 FAX .022-2 口 -4633 
名古居き窠巧斤 453-0015 ち古屋市中巧区宿の 1 6-7 カジヤマビル 1 F ftO 日 2-453-2031 FAX .0 日 2-453-2 的3 
大お含篇巧/〒已32。003大巧巿巧 III 区宮原 4-1-4 日巧大阪 A 千げビル a 06-63 犯-5310 FAX .06-6395-5315 
桓岡き業所/〒81 2-0012 垣巧巿博き区届を巧中央ち日-20ま2屏をち互ビル a 092-471 -6721 FAX .092-471 -8078 


をミ尺 / a 076-222-8384 




















